
　

TESTIMONY礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

早天祈祷会6：00~
19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

来週の奉仕者
（７月１１日）

河島 稜
西嵜 芳栄
山本 洋子
西嵜 孝之
辻 総一郎　　　
山本 麻美
行司伝道師
岩崎 雅弘
富岡 美千男
岡本 享子 
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「間違った思い」「間違った思い」
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亀澤佐代子

（ ２０２１年６月２７日 ）

（要約者：淺野 恵子 ）
誕生者のお祝い

チャーチミーティング

今週もエレミヤ書(35章～41章)を読み進めていきましょう。
39 章でとうとうエルサレムは陥落します。バビロン軍に包囲
されて陥落まで、1 年半の期間がありました。「悔い改めなさ
い」「降伏しなさい」という神様からのメッセージをエレミ
ヤはゼデキヤ王に伝えていました。「降伏すれば、国は滅び
るが、民は生き残る事ができる」という事が語られていまし
た。これは、包囲されてから陥落まで 1 年半の間での出来事
です。ゼデキヤは考える時間がありましたが、エレミヤを通
して語られた主を信じる事ができず、悔い改めることも降伏
もしなかった為、国が滅び、王の子どもと国の指導者たちが
殺されました。自身も目をつぶされたうえで捕虜としてバビ
ロンに連行されてしまいました。監視の庭で捕らえられてい
たエレミヤには、「危害を加えないように」という指示がバ
ビロン王から下されます。捕らえられたり命の危険を感じる
中で、神の言葉を畏れ、神の言葉に従った結末には、安息と
祝福が与えられました。今、試練の中を歩んでいる人もいる
かもしれません。神様は今日、私達に何と語っておられるか、
祈りの中で聞き求めていきましょう。

牧 一穂 牧師
行司 佳世伝道師
全本 みどり
西嵜 達也
藤原 友規子／神達良子　

　

７月の誕生者

メッセージ：
司　　　会：
代 表 祈祷：
献　　　金：

藤原 祐子

「暮らしの手帖」の創刊者である花森安治は、父から言われた「大学に受かっ
たら何もしない、でも落ちたら何でも好きなものを買ってやる」という言葉
から、我が子が失敗した時や挫折した時、うまくいかなかった時にどう接す
るか、どんな言葉をかけるかを考えるようになりました。彼の父は、父親は
子どもが上手くいかない時にこそ、そこに父親の役割があると考えていたの
でした。神様は私たちが失敗したときの道を人間以上に父親として用意して
下さいます。倒れても倒れっぱなしにならないよう、つまずいた時に起き上
れるように、その方法を与えてくれたのです。
「第2ペテロ」の主人公ペテロは、自分自身の失敗から出る改めを書きました。
ペテロが大失敗をして、人生の後半で悔い改めて、優秀で知恵深く変えられ
ていった話を学んでいきましょう。

私たちはマイナス評価から物事を判断しがちです。それは「近視眼」です。親は、
うまくいかなかったことや失敗をプラスに変えるために存在しています。聖
書では、近視眼にならない目線を訴えかけています。悪いことをする子を悪
いと思ってはいけません。ペテロは大失敗者でした。キリストを目の前で裏
切って逃げたのです。彼の人生は終わったのです。しかし、彼は変わりました。
なぜなら、彼がその大失敗をした時にかかわった人がいるからです。大切な
のは失敗した時、批判された時、うまくいっていない時なのです。その時に
後悔するのではなく、どう思うかです。あなたは死ぬ準備ができていますか。
私たちは生きる時間は元々定められています。しかし、それを見ません。ま
だ明日があると信じています。マルチン・ルターは、「明日世界が滅亡しよ
うとも、私はりんごの木を植える」と言いました。やらなければならないと
分かっていても諦めてやれないということが多いのです。聖書では、「生き
るのもキリスト、死ぬこともまた益である」と言われています。それは、失
敗したあなたに諦めるなということを伝えるために、諦めなかった人たちの
ストーリー ( 歴史 ) を書き残しているのです。キリストとは、救いをもたら
すという意味で、救うということは、倒れた人の手をつかむということです。
倒れかけた人が倒れてしまわないように、起き上らせるということです。彼は、
言葉ではなく、生き様をもって、人々が起き上がる方法を残したのです。

ペテロの想いに立って、この第 2 ペテロを読んでいきましょう。十字架の過
ぎ越しの夜、キリストが捕らえられて裁判にかけられる時、そっと後をつい
て行きました。ゲッセマネでイエス様が血の汗の祈りをしている時、起きて
一緒に祈ってくれと言われたのに、寝てしまい、ペテロは失敗続きです。兵
隊が押し寄せてきた時には、兵隊に剣をもって向かっていき、耳を切ってし
まいます。するとイエス様はその兵隊の耳を治し、ペテロに「剣によって滅
ぼすものは、剣によって滅びる」と言います。彼は今までの自分を否定され
たと思い、どうしたらいいか分からないと落胆しました。そんな中、キリス
トが同胞によって闇の裁判にかけられます。剣を失った今、戦う道具のない
ペテロは、三度もキリストのことを知らないと言いました。「誓って知らない」
そんな時、鶏が鳴き、イエス様が言った「鶏が鳴く前に、あなたは三度私を
知らないと言うだろう」という言葉を思い出し、ガリラヤ湖に逃げ帰りました。
そこへ十字架にかかったイエス様が来られ、責めることもなく「あなたは私
を愛するか」と言われ「愛します」と答えました。これは兄弟愛(条件付きの愛)
です。それがもしできたらアガペーの愛 ( 無条件の愛 ) に成熟しようと言っ
ているのです。

この手紙は、失敗者だと思っているディアスポラの人たちに、私の仲間であ
る皆さんへとして伝えています。失敗と過去を認められる人は貴いです。し
かし、認めただけではうまくいきません。変わろうとしても何度でも同じこ
とをしてしまいます。だから、私たちは神と主イエス・キリストを知ること
が大切です。知識ではなく、体験して知ることが大切なのです。体験した人
に唯一恵みと平安があるのです。ダビデは命を狙われ、砂漠で死に絶えそう
な時にでも平安を見つけられることを知りました。これは、失敗とその失敗
を乗り越えた人にしか分からない恵みです。不安を平安に変えられる方法は
乗り越えられた経験だけです。だから解決できるのです。栄光は、何かを成
し遂げた時に与えられる輝きです。苦難を乗り越えた人に与えられるのです。
これは訓練で、その中であなたは徳によって学ぶことができるのです。栄光
と徳をもって彼が成し遂げたことは、もし私たちがそれをするなら得られる
と約束しています。

「暮らしの手帖」の創刊者である花森安治は、父から言われた「大学に受かっ
たら何もしない、でも落ちたら何でも好きなものを買ってやる」という言葉
から、我が子が失敗した時や挫折した時、うまくいかなかった時にどう接す
るか、どんな言葉をかけるかを考えるようになりました。彼の父は、父親は
子どもが上手くいかない時にこそ、そこに父親の役割があると考えていたの
でした。神様は私たちが失敗したときの道を人間以上に父親として用意して
下さいます。倒れても倒れっぱなしにならないよう、つまずいた時に起き上
れるように、その方法を与えてくれたのです。
「第2ペテロ」の主人公ペテロは、自分自身の失敗から出る改めを書きました。
ペテロが大失敗をして、人生の後半で悔い改めて、優秀で知恵深く変えられ
ていった話を学んでいきましょう。

私たちはマイナス評価から物事を判断しがちです。それは「近視眼」です。親は、
うまくいかなかったことや失敗をプラスに変えるために存在しています。聖
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そんな時、鶏が鳴き、イエス様が言った「鶏が鳴く前に、あなたは三度私を
知らないと言うだろう」という言葉を思い出し、ガリラヤ湖に逃げ帰りました。
そこへ十字架にかかったイエス様が来られ、責めることもなく「あなたは私
を愛するか」と言われ「愛します」と答えました。これは兄弟愛(条件付きの愛)
です。それがもしできたらアガペーの愛 ( 無条件の愛 ) に成熟しようと言っ
ているのです。

この手紙は、失敗者だと思っているディアスポラの人たちに、私の仲間であ
る皆さんへとして伝えています。失敗と過去を認められる人は貴いです。し
かし、認めただけではうまくいきません。変わろうとしても何度でも同じこ
とをしてしまいます。だから、私たちは神と主イエス・キリストを知ること
が大切です。知識ではなく、体験して知ることが大切なのです。体験した人
に唯一恵みと平安があるのです。ダビデは命を狙われ、砂漠で死に絶えそう
な時にでも平安を見つけられることを知りました。これは、失敗とその失敗
を乗り越えた人にしか分からない恵みです。不安を平安に変えられる方法は
乗り越えられた経験だけです。だから解決できるのです。栄光は、何かを成
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これは訓練で、その中であなたは徳によって学ぶことができるのです。栄光
と徳をもって彼が成し遂げたことは、もし私たちがそれをするなら得られる
と約束しています。

栄光は、徳によって成し遂げられた人に与えられます。あなたはどんな状況
になっても諦めずに向き合おうとすれば、絶対にうまくいきます。
『だから、あらゆる努力をして、信仰には徳を、徳には知識を、知識には自制を、
自制には忍耐を、忍耐には敬虔を、敬虔には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加え
なさい。』
信仰は、信じることを迎えるということで、唯一の決断です。なぜ信じられ
るかというと、自分が失敗したのに信じてもらったからです。我が子が失敗
した時、近視眼にならないでください。間違ったことをしようとしている時、
しばらく見ておく必要があります。自分で体験させて痛い思いをして初めて
分かるからです。失敗者だと分かれば信じることができるのです。だから信
仰とは、信じることを決断する心です。神はアガペーなので、神様の方があ
なたのことを信じて、乗り越えられるように向き合おうとしています。あな
たを信じた神がいるので、あなたも隣人や神を信じなさい。
また、聖書には「徳には知識を」と書かれています。あなたは元々は素晴ら
しく完璧につくられました。失敗した人があなたに与えられた最初のすばら
しさ、本来の姿を見出します。あなたはその卓越性を知らなければなりませ
ん。無知であると徳が見出せません。知らないとその結果が分かりません。
できないと思っている人が、主に向くと、本当の自分を見つけるんだという
ことが聖書には書かれています。そして見つけたら、それによって変えられ
るのです。聖書に出てくる人はみんな失敗者ですが、みんな素晴らしいもの
に変えられていきます。あなたは徳があるということを知らなければなりま
せん。徳が高いということは、自分が優越性をもっていることを知ったとい
うことなのです。徳を知っている人が最善に生きることです。徳を知ること
さえできれば、徳が知識、自制、忍耐、敬虔、兄弟愛を生み出して、愛に向
くと言っています。だからまずすることは「信じること」です。あなたの存
在とあなたを愛してつくった存在があって、あなた自身に優越性があって卓
越性があって、それを最善に進める方法が知識です。知識をもつということ
は、最善を探求するということです。それを聖書では「知恵」とよんでいます。
欲はあなたに与えられた択一性を無にして、プライドを与えます。人と比較
して優れたものになりたいと思うのです。あなたは最初にどうつくられたか
を知る必要があります。目を開いて自分の罪が清められた失敗者であること
を知り、あなたに関わった人たちも失敗者の同じ仲間であることを知りなさ
いと伝えています。どんな人も手遅れということはありません。本当の自分
に帰るのに遅いということはありません。あなたにとっては敵かもしれない
人と向き合うときに、自分自身と向き合うときにあなたの中にいる本当の自
分が見つかるかもしれません。

栄光は、徳によって成し遂げられた人に与えられます。あなたはどんな状況
になっても諦めずに向き合おうとすれば、絶対にうまくいきます。
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自制には忍耐を、忍耐には敬虔を、敬虔には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加え
なさい。』
信仰は、信じることを迎えるということで、唯一の決断です。なぜ信じられ
るかというと、自分が失敗したのに信じてもらったからです。我が子が失敗
した時、近視眼にならないでください。間違ったことをしようとしている時、
しばらく見ておく必要があります。自分で体験させて痛い思いをして初めて
分かるからです。失敗者だと分かれば信じることができるのです。だから信
仰とは、信じることを決断する心です。神はアガペーなので、神様の方があ
なたのことを信じて、乗り越えられるように向き合おうとしています。あな
たを信じた神がいるので、あなたも隣人や神を信じなさい。
また、聖書には「徳には知識を」と書かれています。あなたは元々は素晴ら
しく完璧につくられました。失敗した人があなたに与えられた最初のすばら
しさ、本来の姿を見出します。あなたはその卓越性を知らなければなりませ
ん。無知であると徳が見出せません。知らないとその結果が分かりません。
できないと思っている人が、主に向くと、本当の自分を見つけるんだという
ことが聖書には書かれています。そして見つけたら、それによって変えられ
るのです。聖書に出てくる人はみんな失敗者ですが、みんな素晴らしいもの
に変えられていきます。あなたは徳があるということを知らなければなりま
せん。徳が高いということは、自分が優越性をもっていることを知ったとい
うことなのです。徳を知っている人が最善に生きることです。徳を知ること
さえできれば、徳が知識、自制、忍耐、敬虔、兄弟愛を生み出して、愛に向
くと言っています。だからまずすることは「信じること」です。あなたの存
在とあなたを愛してつくった存在があって、あなた自身に優越性があって卓
越性があって、それを最善に進める方法が知識です。知識をもつということ
は、最善を探求するということです。それを聖書では「知恵」とよんでいます。
欲はあなたに与えられた択一性を無にして、プライドを与えます。人と比較
して優れたものになりたいと思うのです。あなたは最初にどうつくられたか
を知る必要があります。目を開いて自分の罪が清められた失敗者であること
を知り、あなたに関わった人たちも失敗者の同じ仲間であることを知りなさ
いと伝えています。どんな人も手遅れということはありません。本当の自分
に帰るのに遅いということはありません。あなたにとっては敵かもしれない
人と向き合うときに、自分自身と向き合うときにあなたの中にいる本当の自
分が見つかるかもしれません。

「生き方によって選びを示す~成熟編~　
 知ることと、徳に生きる。」　 Ⅱペテロ1：1－5

最後に…

「死」は平等に訪れます。
医師でありクリスチャンでもあった日野原重明 ( ひのはら しげあき ) 氏
の言葉を紹介します。

自分の命がなくなるということは、
自分の命を他の人の命の中に
残していくことである。
自分に与えられた命を、
より大きな命の中に
溶け込ませるために生きていくことこそ
私たちが生きる究極の目的であり、
永遠の命につながることだと思う。

私達のいのちの中にイエスキリストは住まわれています。だから私達が
最善に生きようとするなら、その生き様は自分たちが居なくなっても周
りの人の中に残ります。失敗と思えるようなこと、問題や困難を通して
その中におられるイエスキリストを見出すことができます。その時に私
達がどう生きるかです。だからこそ、自分の優越性をおとしめる、劣等感・
失敗者と思ってしまう欲を自制することができるように、それらを捨て
去りましょう。あなたは卓越した素晴らしい存在として神に造られたの
ですから。

「死」は平等に訪れます。
医師でありクリスチャンでもあった日野原重明 ( ひのはら しげあき ) 氏
の言葉を紹介します。

自分の命がなくなるということは、
自分の命を他の人の命の中に
残していくことである。
自分に与えられた命を、
より大きな命の中に
溶け込ませるために生きていくことこそ
私たちが生きる究極の目的であり、
永遠の命につながることだと思う。

私達のいのちの中にイエスキリストは住まわれています。だから私達が
最善に生きようとするなら、その生き様は自分たちが居なくなっても周
りの人の中に残ります。失敗と思えるようなこと、問題や困難を通して
その中におられるイエスキリストを見出すことができます。その時に私
達がどう生きるかです。だからこそ、自分の優越性をおとしめる、劣等感・
失敗者と思ってしまう欲を自制することができるように、それらを捨て
去りましょう。あなたは卓越した素晴らしい存在として神に造られたの
ですから。

セル祈祷会
泉水一護

中島好正　富岡凱千

山崎風

曽我悠真　岡本享子

西山秀平平山幸代

光枝一朗

　以前、吉備中央町礼拝の後、地域の方と交わる機会がありました。私
達は S さんの御実家を訪問し御両親とお話をし楽しく過ごしました。お
母様とは初対面なのに何故かとても懐かしい思いが溢れ、心が温もりま
した。後で私の母と雰囲気がとてもよく似ている事に気づき、その懐か
しさ、温もりは今でも忘れられません。
　私は父が好きで、母は父程愛情の深い人では無いと思っていました。
父 40 才、母 36 才の時に第七子末っ子として生まれました。父の帰天後
十年余り母の面倒をよく見ました。動機は、母が父の愛した妻だったか
らでした。　
　最近、礼拝メッセージでペテロの手紙の御言葉を学んでいます。愛に
ついて、歪んだ自分、間違った心、偽りの感情から本来の姿に戻る、戻
れる事を教えられています。私の母への思いが歪んでいた事に気付きま
した。Sさんのお母様にお会いして以来三年、何故そんなに懐かしいのか、
心がほっこりするのか、心に留めて思い巡らしてきました。やっと悟り
ました。私は母からも充分に愛され育てられた。そして私自身も母を愛
し慕っていた。私が生を受けて最初に与えられた人間関係で、本来の姿
でなく歪んでいる感情を抱いている事を。そして悔い改めました。お母
さんごめんなさい。神様ごめんなさい。母を赦します。愛します。母を
与えてくださった神様、感謝します。この事は私にとって、イエス様に従っ
て信仰生活を送る際に隣人を愛する為の土台の修復だと思います。どん
な事にも偶然は無いので吉備中央町で S さんのお母様にお会いできたの
も神様の御計画だと信じ感謝します。コロナ騒ぎが落ち着けば、また、S
さんのお母様にもお会いしたいです。

『何よりもまず、互いに熱心に愛し合いなさい。愛は多くの罪をおおうか
らです。』第一ペテロ4:8

早天祈祷会6：00~

黙示録　福澤師

17 日　曽我悠真
　　　  岡本享子
18 日　楢村明子

25 日　真砂香和
　　　 神達良子
　　　 曽我佐知子

じょいふるキッズ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

じょいふるキッズ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

じょいふるキッズ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

じょいふるキッズ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

早天祈祷会6：00~
教会礼拝チーム
岩崎家チーム
西嵜家チーム

近視眼にならない目線近視眼にならない目線

条件付きの愛から無条件の愛へ条件付きの愛から無条件の愛へ

徳とは何か徳とは何か

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~

21 日　平山幸代
23 日　亀澤佐代子
24 日　西山秀平

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~
19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

ﾌｨﾘｯﾌﾟｱﾗﾊｲﾘｹﾞﾝ

 主　日　礼 　拝 主　日　礼 　拝

早天祈祷会6：00~
20：00~県北祈祷会

セル活動

曽我佐知子

　１日　實金由香利
　５日　泉水一護
10 日　山崎風

12 日　中島好正
　　　 富岡凱千
15 日　光枝一郎
　　　 ﾌｨﾘｯﾌﾟｱﾗﾊｲﾘｹﾞﾝ

主イエスを知ること主イエスを知ること


